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令和 6 年 12 月 26 日開催 和泉市教育委員会意見交換会並びに事前報告会要旨 

 

出席者  大槻教育長、深堀職務代理者、酉家委員、中西委員、小谷委員、木村委員 

 

教育委員会事務局  並木参与、辻教育次長、東部長、上田指導監、鍛治次長、佐々木室長、阪下室長 

          森下次長、前田室長、大内課長、永井課長、北野課長、樋上課長 

 

 議題 要旨 

案件 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会事務局の令

和 7 年度当初予算要求

方針について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇各課（室）の予算の方向性 

【学校園管理室】 

・学校生活が快適に過ごせるような環境整備や少子化傾向・施

設の老朽化を勘案したファシリティマネジメントに取り組む 

 

【学校教育室】 

・学力向上の推進、いじめ・不登校等の対策充実に加え、教職

員の働き方改革の推進により、質の高い教育活動をめざす 

・槇尾学園開校に伴う整備にかかる費用を計上する 

 

【こども未来室】 

・待機児童解消の取組として、民間園への補助金の拡充ととも

に、市立芦部保育園の民営化（医療的ケア機能を備えた民間認

定こども園の開園）及び公立認定こども園の開園に向けて取り

組む 

・留守家庭児童会の安全かつ安定的な運営に努め、子育て世帯

が安心して過ごせる環境を整える 

 

【生涯学習推進室生涯学習担当】 

・友好姉妹都市・中国江蘇省南通市から代表団を受け入れ、大

阪・関西万博 2025 においてイベントを実施するほか、生涯学

習機会の充実と促進に取り組む 

 

【生涯学習推進室スポーツ振興担当】 

・市民のスポーツ活動を支援するまちづくりに取り組む 

 

【文化遺産活用課】 

・文化遺産の保存と活用をはかり、市民の誇りと郷土愛を醸成

する 

 

【久保惣記念美術館】 

・美術館本来の使命（収集、保存、展示）を果たし、魅力向上
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案件 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万博無料招待事業への

対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に取り組む 

 

○本市教育委員会事務局としての方向性 

子どもたちが最先端の技術で未来や世界を体感し、かけがえの

ない体験ができる学びの場である万博に、できるだけ多くの子

どもを連れて行ってほしい 

 

○学校現場における万博参加に関するスタンス 

現時点では、全ての学校・学年が申込手続きを完了しているが、

下見ができていない・引率体制に不安がある・バスの確保がで

きていない・バス代が高騰している等の要因で、必ず参加する

かどうかまでは決定していない 

 

○バス代支援 

バス代の高騰を理由に学校が参加を諦めることがないよう、一

人あたり 3,000 円を超える金額に対し市の補助を計画 

 

○和泉市万博参加基準策定 

・校長代表とのワーキンググループ会議や校長会での意見交換

を踏まえ、市教育委員会の基準を整理 

→参加・不参加の最終判断は各学校長が行うが、市教育委員会

として基準を示すことで校長の負担軽減を図る 

 

○今後のスケジュール 

・令和 7 年 1 月 16 日：教育委員会第 1 回定例会にて参加基準

の最終案を提案 

・令和 7 年 1 月 23 日：校長会にて参加基準を周知 

 


